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昭利 Ii年11月8日京都府立醤科大製本館講堂ニ於テ開催セラレタリ，演題抄鋒次／如 シ。

京都地方住民J血型Z就テ，並＝外科的疾患及ビ豆民反感ト血型ノ関係（第一報）

直口木

三 雄久木
京暗号）（

（！京稿－~~靖）

良日四1俳ーヨド機京府｝£「トロトラストj.：.依＇＂血管撮影

（原稿米着）

2. 

連城・＿.＿.
石京帝大腸石＝ヨ＇＂「 4レウス」J一例3. 

!J~ 。

未熟柿多食後急性胃腸加l答；児際張作テ起シテ．後八ク月目ニ主リネf上腹部ノ疹痛，移動

性ユシテ軟骨抜硬，超鷲m~大ノ臆溜テ＊シ．日匝Ill:頻稜，排便， 1次JI£献如ス Jレニ至Jレ。開腹

術ニヨリ上部室腸管内ニ臆潟テ認メ之テ摘出ス，摘出物ハーfflilノ！揚石ニシテ所謂「フイト

ペツオアール」ナリキ 3 本症ニ於テハ未熟柿中ノ軍＇.；~-i－酸ニヨリ 念、性加答：児テ惹起シソ レ ヨ

リ問中ニ徐々ニ形成サレタ Jレ結石ガ嬬動ニ囚リ空腸？デ，，－昨セラレ嬬動ノ，；1o;I(材スJレニ於テ

患者。九歳，

初 j テ念性腸閉送症状テ発セ Jレモノト考へラル。

寒性膿場ト熱性鵬事ト J生物事的匡男lj.：.就テ

演者ハ水素「4才ン」濃度ト寒性）臨熱性膿／蛍白消化作用トノ問ユイ11Jカ開係ガアJレモ Jナ

Jレカ否カテ観察セリ，共ノ結果次ノ様テ．アツタ，印チ

＝欠延本阪京帝 大4. 

ヵ、 Jレ事賞ハ熱性膿熱性膿デハ蛋自治、化f'F}jjテ認メ Jレガ寒性膿デハ之テ認メナカツタ，

男1-{·l~I:膿ノ水素「 f 才ン」濃度ノ 差別ニ由Jレモノ テハナク. PH I _J,少ノ動揺トハ全ク無関係

Fermentテイゴセズ熱性膿ハ之テゐ一エ瑳f見 ス Jレモノデアツテ結局寒性膿ハ pr• •l＜：• りtisch ノ

スト日フコ トテ知リ得タ （標本位ニ幻J'.ftjJIJ''.i:）。

熱性及寒性腫蕩中＝扱ケ＇＂ 「トリブシシ」比較試験s. 

良日).( F員・田
同

i") 大阪帝大

·；~·I生膿蕩中ーハi技量一ノミ寄ス Jレコトハ凱ニ誼「トリ プシ ン」ガ熱性膿場rf~ エハ多量一，

l切セラレタ Jレトコローシテ之ノ研究ハ膿ノ少量テ「ゲラp チン」阪ノ上ニ滴下シア「グラチン」

／液化程度テ観察セJレモ／ナリ a 令ハ眼中ノ「トリプシン」ヵγカゼ fン」ニ封シテハ如何ナ
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Jレ態度テ取Jレカテ知Jレ鵠メニ膿築テ取リ之レニ「カゼイン」j脊波テ加ヘテ「カゼ 4ン」消化／

模様テ観察セリ。帥チ十二指腸液中ノ「トリプシン」検査ト同様ノ方法テ月1ヒテ寅験テ行ヒ

次ノ結果4 テ得タリ 3

1. 熱性膿蕩L病原菌主トシテ葡萄w~球菌）ニ於テハ透明試験管番競 f;.4 

2. 寒性膿蕩ニ於テハ 1.1以下

;3. 混合感染（寒性膿竃中ニ葡殉欣球菌ノ入リタ Jレモノ）ニ於テハ 2.:'i 

質問，追加 京帝大，［~＇； 潟隆三

只今色々詳細ナル御搬借テ承リ？シタガ:J-tノ研究結果ハ診断（治療）ノ質問 i二何ノ椋ナ意

味ニナリマスカ。

膿ノ中ユ蛋白消化素ガ立読サレJレカ否カ J；徐資ハ昨ー年私ノ教室デ臨床上ノ検変デハ熱

性膿蕩テアJレカ寒性眼蕩デアルカ甚ダ診断ニ迷ハサレタ患者ニ就テ共ノ！股（主トシテ肉芽）

テ取リ此中ニ蛋白消化系ノアJレコトテ立讃シア診断テ尚・定ス Jレコトテ得タ報告ニ端テ護シ

テ居リ 7 スゅ併シ共｜布ニハ！陵ノ水素「 fオン」濃度テ検シテ居リマセナ ンダノデ今回ノ報告

テ致シタ謀デア リ？ス カソノ結果ニヨレパ水素「 4オンJ濃度ノ；寒性膿 ト熱性膿ニ於クル範

圏内ニ於クJレ動揺ハ蛋自治、化性エハ大開係無シト言 フコトニ錦・着シ診断ノ賞用上ーハ Pn

ラ彼是レト云々スノレ必要ハ無イ ノデアリ 7 ス。

私ハ曾衆諸君ニ知ツテ頂キタイコトハ診断（従テ治療方針昨立：，J J賞用問題トシテハ可

検膿（或ハ病的肉芽）テ取リ PHテRi:tibを：スJレコトナシニ共催「グラチンー｜而エ持千来シ蛋白ii'f

化／ ；有無テ検シ共ノ結果ニヨリテ診断テ確カメテモ決シテ誤謬ニ陥Jレモノデハナ fト巾ス

期デ．アリ 7 ス。

ふ． 大腸菌「コクチゲシJ二依ル経ロ的量疫ヲ受ケタル動物腸管J嘗設菌逼遁防禦能

カ＝就テ 大阪・中川三郎

（原稿未着〉

7. 賓験的緑膿梓菌感染Z劃ス，.，「コクチゲシ」及ビ「ワクチシJJ効力比較＝就テ

大限赤.：－！：正英

本田第31回席上ニ於テ余等ハ烏潟教授ノ局所 ~｛＇. ＇！宏明設並ニ「4ムペヂン」製説ニ立脚シ緑

膿梓菌「コクチゲン」ノ経口免疫テ受クタル家兎ハ賞主主；生W<iノ賞験的腸感染ニますシ甚ダ瀬若

ナJレ免疫テ漉得セシメタ Jレコトテ報告 シタ リ，共後夏エ余等カゐ使用シタル「コクチゲン」ハ

「ワク チン」ヨリモ共ノ効浪ガ優秀ナ Jレカ否カテ知ラムト欲シモ欠ノ貫胎テ行ヒタリ，帥チ第1

質験ニ於テハ維膿樗菌普通寒天斜面2判寺間培養テ以テ 1耗20眠ノ 菌韓テイlスJレ菌浮遊波テ

調製シ此テ二分シ其ノ 一部ハ「コクチゲ ン」トナシ他ハ「ワクチ ン」トナシ鰐W.2Jif内外ノ｛ぜ

常家兎二群（一群3頭） ニ就キ何レモ空腹時謄汁本0.5瓦テ以テ預メ腸管感i下テ行ヒタル後一
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苦手ニハ上記「コクチゲン」 1回量5耗テ他ノ一群エハ「ワクチン」1回量5詫テ内服セシメタリ

同一景該禄作テ毎日1回6日間反復シ10日開放置シタル後何等筒i底置テ施ササ・Jレ針H資家兎 2

頭ト共ニー費ニ開腹術テ行ヒ十二指腸空腹部ニ繰膿樗菌生菌浮遊液テ注入シ該菌ニヨル賞

験的腸染染テ行ヒタ Jレ後日々各群家兎ノ健康j状態糞便中ノi緑膿梓菌量並ニ緑膿菌排池期間

長短等ニ閥 シ詳細ナ Jレ観察テ行ヒタル結果「コクチゲ ン」ニヨリ免疫セラレタJレ家兎ハ何レ

モ其ノ感染程度ハ「ワクチ ン」免疫家兎ノ共ニ比シ収微ナルコトテ立謹シタリ。

第 1貰験ニ於イアハ前寅験ニ使用シタ Jレ雨免疫元テ出張材料トシ雨者毒カノ程度テ廿日

鼠腹腔内注射法テ≫1!(用シ検シタ Jレニ「ワクチン」毒力ハ「コ クチグン」毒力ノ2倍ナ Jレコトテ

確誼シタルヲ以テ此ノ雨者ノ同一毒力ヨリ HI護シタル効力比較試験テ行ヒ タリ帥チ一群ノ

家兎ハ日々「コクチグンj(j詫テ他ノ一群家兎ハ日々「ワクチン」3詫ヲ脂汁感作後内服セシム

Jレコト何レモ6日間6回然Jレ後10日間此テ放置シ第1寅験問j隊後膿樗菌腸感染テ行ヒ タルー

「コクチグンJ免疫家兎群及ピ「ワクチン」免疫家兎群ノ間ーハ第1質強ニ於7・ ）レヨリモ夏ニ

明確ナル差異テ認メタリコ

以上ノ寅胎結果ヨリ余等ハ「fムペヂン」テ破却シタル発疫元自llチ「コ クチグ ン」ガ「ワク

チン.Iヨリモ共ノ免疫元能力ノ；遁エ優秀ナルコトカ府経口発疫ノ揚合ニ於4アモ等シク立謹

シ得タ Jレモ ノナリ 3

8- 徽毒＝ヨ，.，「サ，.，バ，.，サシ」注射前後J白血球像並＝ソJ診断議後判定上Jf買値

大阪帝大 森川 底吉

徽毒患者血液＝於テ，血清製的研究ハ今ヤ非常ナ；t..勢テ以ア行ハレツ、ァリ，近時此ノ

方商ノ進歩，護逮著：シキモ／アリ。然Jレニ一方－形態取的検索ニ至リテハ，従来特異ノ血像

ナキモ J トシ此ノ方面ノ 業績 ノ少キ テ遺憾 トス。

余ハ徽毒患者血液ガ血清・撃的ニ一定ノ費化アル以上，必ズヤ形態率的ニモ質化アルペキ

テ定！ヒ，主ト シテ「サルパJレサヘ｜注射前後ニ於ク Jレ血像カ七日11!~＼，否権患ノ各場合如何椋ニ

現ハJレJレヤ，若シ現ハレタリトセパ本症ノ診断確定乃至ハ橡後判定上ニ貢献ス Jレコト J多

大ナ Jレペキ テ期l符 シテ次ノ如キ賞験テ行へリ a

先ス・徽毒患者ニ於ケJレ白血球像ノ推移テ「サルバJレサ ン」注射テ以テスル治療経過 ト共ニ

翻察シ針j然ト シテ非徽毒者ニモ「サルバノレサン_lit射テ行ヒ雨者テ比較セシニ次／如キ結＊

テ千尋タリ。

1. 徽毒患者血液ニ於アハ中性噌好多按白血球ハ一般ニ減少ffi~ニ傾キ「サルバノレサン」注

射ニ伏リ著 シク，成少ス。而 シテ此現象ハ短クトモ該治療期間ハ持績ス。

:!. i被毒患者血液ニ於テハ「ヱオチン」日書好多按白血球ハ大ナル費化テ示サズ，而jシテ「サ

ルバルサン」注射ニ伏リ著明ニ榊加ス，此ノ増加ノ科医ハ臨床所見ノ l~~r-ニ向フ程度ニ大
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韓一致ス2

3. 「サルパルサン」注射ニ依リ「ヱオヂン」噌好細胞ノ増加ハ徽毒患者ノ tニ認メラレ非

徽毒ニハ之テ認メズ2

4, 徽毒患者血液＝於デハ小淋巴球ガ梢々増加ニ傾キ「サルバJレサン_Ii主射ニ依リ夏ニ培

加ス。

5. 大軍緩細胞及ピ移行型細胞ハ減少症ニ傾キ「サルバJレサン」注身tニ依リ多少増加ア来’

ス。

9. 外科的結按Z治ケ，...「リバーゼJJj宵長zツキテ

大阪帝大 加藤 恒夫

組織或ヒハ血液中ニ於クル「リバーゼJノ消長ハ Abderharden,Much氏等ノ非特異性発

疫皐説ノ11tニti-¥ッソレニ及ンデ漸ク其ノ臨床的意義ガ認メラ JレJレニ至レ九

印チ氏等ニ依レパ結縁菌類脂膜ハ「リパーゼ」ノ作用ニ依リi俗解サレ商韓ノ生活能力テ減

退或ハi白7ミシムツフ氏蛋白鴎ハ二次的ニ結按ノ特異性発疫ニ参輿スペキテ期待セラ Jv, ヨ

ツテ余ハ結援組織ニ於イテコノ「リパーゼ｜ハ如何掠ニ合？レ如何程ノ臨床的意義テ有スル

ヤRona,Michaelir氏法ニヨリ試 ミントス。

結論

1. 健康開血清「リバーゼ」ノ ：琵：ニ等シキカ或ヒハ夫レ以kノ「リパーゼ」テ血清中ニ謹明

スル外科的結接ノ7象後ハ可ナリ良好ナリ n

:2. 外科的結按組織中ノ「リバーゼJハ他ノ外科的疾病ノ組織中ニ存スJレ「リバーゼ」ヨリ

多量存ス。

3. 外科的結按性膿中ノ「リバーゼ」ハ他ノ股中ノ「リバーゼ」ヨリ多量存ス。

4. 乾酪様要性テ来セJレ組織ハ然ラザJレモノヨリハハルカエ「リバーゼJ含量少ナシm

5. 乾酪様鑓性叉ハ下喪服蕩テ認メ Jレ外科的結接患者ハ血清中「リバーゼ」合最少ナシo

fi. 血清「リバーゼ」ハ紫外光線ムヨリ何等影響セラレズ。

7. 血清中「リバーゼ」ト白血球数ノ（特ニ淋巴球）培減ノ間ニ一定ノ開係アルモノノ如 h

8. 血清「リバーゼ」ト組織中「リバーゼJハ之テ盤酸「ヒ ーンJアトキシールJニ封スル態

度ヨリ考察シ酵素化製上同一部類ノ「リバーぜ」ト見倣シ得コ

9. 人鰭脂肪中ーハ「リパーゼ」ノ存在テ誼明セザルカ存在スルモ償責ーナリ。

10. 創傷治癒J物理化撃的研究（第六報） 大阪帝大 竹 林 弘

（原稿未着）

11. 髄；夜内血色素J電気化畢的微量定量
大阪帝大 J竹

t演

林

光

弘

治
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森川康吉

（原稿未着）

12. 「アタリヂシ，タロリツドJJ血塵.：.封ス＇＂影響

大阪帝大 奥 村 保

現今各科ニ於ア種々ナJレ方商ニ「アクリヂン」色素テ種々ナル目的ノ震ニ使用サルル事多

ク叉共ノ臨床寅験ノ報告モ多 シ。余ハ「アクリヂ ン」色素剤ハ血歴ニ針シ如何ナル作用アノレ

ヤテ知ラント欲シ健康家兎耳殻静脈中ニ注射シ本質験テナセリ。帥「アクリヂン」色素テ共

ノ構造式中ニ「クローノレ」基テ有スルモノ却「トリパフラピ ン」「fスラピン」「パンセプチン」

「ホモ 75ピンJト「クロール」基テ有セずノレモノ帥「リ バノーJレ」トニ分チ共／注射量ハ生理

的食瞳水1耗中ニ含有サルJレ「クローJレ」量0.0052.liニ相賞スル7.43詫トナセ リ。 放ニ封照ト

シテ生理的食瞳水テ使用セリ。

「クローJレ」基テ有セずJレ「リ川ノーノレ」ニヨリテハ血摩ノ著 シキ上昇テ認メ「クローJレ」基

テ有スル「トリパフラピン」「イスラピ ン」「パンセプチ ン」「ホモフラピン」ニヨリテハ註射後

一時血摩ノ下降テ来シ共ノ後上昇シテ正常ニ蹄スルモ共ノ後ノ経過中ニテハ正常血歴ヨリ

下｜海スJレテ認メタリ。数回反覆注射セル動物ニ於テハ更ニ共ノ；影響大ナ九「クロール」基

テ有スJレモノJ作月jノ差ハ甚シカラ サソレモ「fスラ ピン」ハ他色索ニ比シソノ血座ニ針スル

作用ハ大ナラザJレモノト思考サJレ。

13. 諸種薬物注入＝ヨル皮下組織J塑化（第ー報） 大阪帝大 渡 謹 一 九

（原稿未着）

14. 韓液及ビ組織内「クロールIJ電気化接的微量定量成績

大阪帝大 演 光 治

（原稿未着）

15. 人J肉腫J生物事的検査zヨ＇＂摂生原因論

京 帝大 ,, .. 尾 1，主

，＇・；々 ハ小関形細胞肉腫テ得テ試験管内喰菌作「日テ検資シ「4ムベヂ ン」現象テ立誼シタ。

今迄幾多ノ研究ノ結果「 fムベチン」生，；－rへ種々ノ 原生動物テ除ク以ドノ病原信l：償生物

ニノ i同有ナリト云フ結論ニ建シ タ，故ニ「イムペヂン」ノ立読サレタ以 1-. .lf:t肉腫ノ中ニハ

微生物無カ ラザルペカラズトノ結論ニ建ス。

此肉腫ニ細菌 ノ榊入 シテヰナカ ツタ事ハ， 組織検斎．デ明カ デアJレ。

故ニ吾々ハ人／肉腰，少クト モ従来研究セラレタ Jレ紡締欣細胞内臆ニ加lフルニ再々 J検

千tセJレノj、同形細胞肉臆ノ護生原閃ハ微生物ナリト 主張スルノデアル。

這加 京帝大横田宗五
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同一材料テ以テ流血中ノ喰菌現象テ指標トシテモ欠ノ椋ナ所見テ得タリ。

臆蕩浸出液ノ生態ヨリモ之テ夏ニ30分煮沸シタモノテ用ヒ タ際ニ常ニ大ナ ）！.－喰菌作用テ

認、メタ其用：早：テ0.75蛇トシタ時ニハ27%0.5陀ノ時ニハ35%等抗原性能働力ガ増大シテオル。

煮沸ノ結果抗原性能働力ノ増大ス Jレハ印チ「fムペデ ン」現象デアツテ，非細菌性蛋白ー

ハ此現象ガナ 4。IWチ必ス内微生物デアルトノ碓謹デアJレ。向叉腫寝中ノ「fムペヂン」テ破

却スJレニハ何分間ガ普 キ哉テ検 シタ Jレニ30分煮沸ガ好適デアツタ。叉白血球ノ I曾峨率 ヨリ

考ヘテ見Jレニ腫蕩細胞（或ハ腫蕩／病原タ Jレ微生物） I ：毒力ハ11L；ダ微弱ナモノデアJレ。

~±さ.，，.，.
iJii:iiim1 

1. 臨床的，組織撃的ニ定型的ノ小凶形肉腫ハ微生物性ノ！京国ニ依テ殻生スルモ／ナリ

:.!. 此病原微生物ハ毒11Jカゃ比較的ノj、デ局所ニ炎症テ起サズニ軍ニ肉腫性信獄テ来シタモ

ノテアル。

3. 微生物~t· ~ハ炎症症；I/（テ起サズニ組織争Ill胞ノ病的増殖テ？＞！ミスモノカF ア Jレガ人間ノ肉

腫ハ帥チ夫レデアJレこ

要之，肉腫ハ微生物ノ病原ニ依Jレモノナリ。

這加 京帝大山尚 隆

従来／検王霊デハ人ノ 稿腫デハ「fムペデン」現象カI誼 サレ7 センデシタ。 自flチ此 ／際ニ

ノ、反E医カ1巨反封．デ生態／モ／ヨリモ煮m，シタモノ／；庁カ

了ス。併シフ レキ ス ヰ λ， f 白鼠癒デハ＝＂にi反ナ ~iii デアリナガ ラ「 f ム 4ヂン」現象ヵー著Wfj デア

リ7 ス。肉腫デハ従来紡線形細胞肉腫ヂハ明「’｜ニ「 fムペヂン」現後ガ誼明サレ7 シタガ今

回国形制胞肉臆デモ「 fムペヂン」現象ガ立誼サ レタノ デアリ？ス。

沓々ノ研究ハイ ツデモ診断治療／寛fljテ目的 トシ芳居ル次第デアリ7 スヵー今ャ内障が細

菌性ノモノデアルト シテサテソレガ何ノ椋ナ診断治療上／意味テ持ツカト J質問ーナリ γ

ス。ソコデ治療上ーハ丁度結核性病愛 デ肉芽組織が非常ニ費生シテ居Jレ場合ノ：如クソレト

同様ニ肉腫デモ早期ニ自社信テ以テX線治療テ施スベシト申スコトニナリ マス。 ？タ診断上

ユハ肉腫＝疑 ハ シキモ ノハ早期ニ之 テ検査シテ「イムペヂン」現象ノ有無＝ヨリ テ碓診スJレ

ノデアリ7 ス。検究方法ハ比較的簡輩デアリマ スカラ今後方々デ此 ／検査テ行 ツテ頂キタ

fト思ヒ 7 ス。

16. レYタリシゲハウゼシ民病J一例（患者供覧）

京骨子大 小 局士 茂

多琵性軟性繊維腫 ト掛欣象皮病ノ二種 テ有ス Jレ30蕨ノ男子 テ＃し賢ス。 而 シア本例ニ於テ

雨腫寝 ニ略々同一ノ組織皐的所見テ見タリ。

17. 先天性斜頚J成因 京府大＊ ;it 正男
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佐 藤 建

（原稿未着）

追加 大阪大野良蔵

鈴木博士ハ大野病院ニ於テ廿数例ノ先天性斜頭＝ツキ共成因トシテ

1. 外傷 :! . 鰹位異常

テ象グテ報告シタ Jレコトアリ。

18. 反復皮下出血セ，...乳腺肉腫
京府大

須 -TI: y~ 

爆ー 来己 時

（原稿未清）

19. バセドウ民病甲赦腺切除後二現ハレタ，...糖原京骨子 大 長 岡 浩

演者ハ最近興味アJレパセドク氏病ノ一例ニ遭遇シタ。 ＠nチ患者ハパセドウ氏病ノ主要徴

候テ有シ，且臨床的ニモ薬効接的ニモ交感迷走N4雨rl惟系緊張テ混イョーシタモ／，印チ混合型

ニ属ス Jレモノデアツテ，普通／揚合ト異リ．交感利l経系緊張ヨリモ迷走耐11粧系緊張ノ方ガ

強 f例デアツタガ，一側性甲；伏腺葉切除術テ行ツタトコロ，術前陰性デアツタ糖泌が術後

IHI目ニ｜場性デアリ，術後3週目 ι ハ殆ンド消失 シテ僅カニ「アドレナリ ン」試験ニ於テ J

i向術品11ニ比シ著明ナ Jレテ見タノデアJレ。

而シテコノ；揚合，迷走示rj1粧系緊張ガ交感神経系ノソレヨリモ著明デアツタモノガ，一側

性甲AA腺楽切除術ニ依ツア先ヅ迷走紳粧系緊張片シク事！［，）占サレ，タメニ交感岬経系緊張が

比較的著明トナリ，糖版テ護現 シタ モノデアツテ．時Hノ経過ト共ニ交感神経系緊張モ次

第ニ~；成シ， 3迦日ニハ緊張状態晴ンド卒術シ，従ツテ槍以モ治夫シタモノト演者ハ解ス Jレ

モノデアル。

20. 肺結按「レシトゲシ」診断ζ ハ軟線撮影ヲ必要トス

京都 f.＊ 肱大雅

肺結段テ「レントゲ ン」診断致シマスニ際シテ透視ト同時ニ搬影／必要ナ Jレギ明ラカナ Jレ

ニモ不拘，透視ノ Eニ依リ；診断サJレJレ揚合間々アJレタメ，必ズ織影ノ必要テ力設，向ホ進

ンデ軟線撮影ノ必要ナ Jレテ主張シ症例ニf1くリ誼明シkJ：如：ク結論致シ 7 シタ。

結論

1. 肺結核「レントゲン」診断ニハ透視潟真併刷必ズ必要。

:.!. 第貫徹影ノ場合ニハ軟線撮影必要ト容ジマス。

;J. 向ホ準ンデハ誠出ノ i薗，不通テ定メンガ嬬顕彰テ蟹夏シテiJレモーツノ方法ト存ジ

7 ス。

21. Vena pylorica (Mayo）ζ 就テ

（原稿~~着）

た阪！原 守 蔵
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22. 胃；在J酸度及ビ「クロール」曲線 大阪帝大 戸 津 雄

（原稿未着）

23. 神経性胃腸運動障害＝就テ 凹 稲 積

高 知 本 政 親

辻 田 瑛 雄

（原稿未着）

24. 腹部「）.fローゼ」
大阪帝大

木 居事 治

西 一 1m 

腹部「ノ 4ローゼ」ノ患者3例テ得タレパ報告セントス。

第1例， '.24歳ノ女，服部膨i前，下艇部荊痛，頑岡ナ Jレ曜Q-f：，使秘ニ シテ X線所見， 手術時

所見:Jtニ著鑓ナク．第1回ハ晶様突起切除I i.テ行ヒタ Jレニ約1年半比較的良好ナル結以テ

得タ Jレモ再ビI曾i忠シ，本人ノ希望止 i郊l：ク街共後 4回ニ亘リ結腸ーノ亜全刷出ニ及ピシモ今

街軽快ノ程度ナリ。

第2例， 24歳ノ女，高度ナル腹部膨i前．頑同ナ Jレ使秘テ主訴トス， X線検査ニテ結腸過長佐

ナJレーヨリ横行結腸＊央部ヨリ s＇.字紙結腸テ切除セ シモ依然術前症ilk存シムシロI曾悪シ宵

ノ［ij告碍7 テ．モ起セリ ，途ニ結腸亜全刻出ニ及プモ向便秘 ニ｛頃キ時々腹痛テ訴へ全治ニゴミラ

ス。

ド両者共ニ「ヲプトニー」ノ患者ニ シテ生殖腺ソノ他ニ鑓化テ認メガタ九

第3例，外傷性111rt1経症ノ忠.x－ニシテ暗示的ニ試験的開腹セルモ胞膝内ニイriJ等特記スペキ

モノナシ，術後2遡間ニシテ再ピj制作シ術前同級左下版部ノ感痛及ピ ~1:1 ’雪山ノ 使秘テ訴フ。

此ノ患者ハ「ジンパチコトニー」ノ -llJ¥態ニアリ タリ。

遁加 大阪帝大 岩 ;,k f 維

胃腸神経症ノ｜際大腸ニモ運動充進テ記、メ得Jレ事ハ演目氏ノ御説ト訴人／経験ハ一致ス Jν。

向1fir[1経症／｜努ハ譲腸テ皐 シテモ純度デ．アルト成書ニアルナ レドモ私共ノ 第2例（荒木報告）

ハ手術前ヨリ披I賜－テ記、メタ，次ニ療法トシテ外科的民－裟ハJ;[Jツテ症状テ悪化セシメルヤウ

ー思フ。印チ疹痛ノ範囲テ肢クシ．鼓腸テ作フヤク ニナル。ソレモ結腸亜全別出程度ノ大

手術ニヨツア多少艇快ナ ラシム Jレニ過ギナ f，然 カモ的、症AAノ、遺）J.,＇故ニ若シ示r!1経症ナ Jレ

診断カ、昨定セラレタ揚合ニハ一般ニH品ヘラレJレ如ク陥踏スベキモノト思情；スJレ。但 シ一度

手術テ加へ テ癒着器峨的狭窄テ起シタ場合ハ例外デアJレ。油田氏ノ食瞳水注射療法今後／

経過テ見テ賛否テ決シタ 10 （以下ヲ民放）
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第 3回香川！際外科集談合

昭和6年11月8日午後2時50分高松市古新町讃岐曾館ニ於テ開催ス。共詰演要旨 ；及演者次

ノ：如シ。

1. 瞳唆傷＝就4テ 琴平町 岩崎 語介君

最近本症ノ3例テ経験シ，共内不幸ニシテ死ノ岬師テトリシ1例ニ就キ症AAテ詳述セリ。

追加浮田君，秋田君。

：.！.時臓嚢腫J手術z依J&.l治験例＝就テ 日赤香川支部病院 大，（＇；松一君

:.!3歳男子，5年前上腹部テ大八車ニ蝶カレタ Jレニ繭＊何ラノ特記スベキ障時モ＊サ J リシ

ガ本年春腹部ニ疹痛テ招来シ，次4デ腫創設見，2ク月後－ H赤香川支部病院外nニ入院シ，

蹄臓袋腫ノ診断ノ下ニ手術ス Jレニ到Jレ。

印上腹部ニrE1ド切開テ加へテ記長肺ニ辻ーシ穿刺ニ依リ袋腫減約 2000,0ccテ排出シ，三欠イ

デ混腕壁テ腹壁及腹膜ニ縫合シ護腫内ニ誘導Lゴム1管テ挿入シテ排波法テ日I~ ジ途ニ全治退

院セリト~~プ。

追加藤津君本患者／血印刷＇！ハB到ナ ルコト 及ピ該血液中ニ於テ問撞血球凝集素及同

種血球撰集素阻止物質ノ；存在セJレコトテ殻見セシト追加セリ。

3. 究欲肋骨＝就テ 高松病院 多米時彦君

文献例ノ比較的稀有ナルギテ述べ遭遇セシ'.LO：.｝・，女，右第四肋骨ニ於ナJレ1例テ報告

シ， レントグン忠良テ供覧ス。

-t. 結按性特効注射剤しヤトコ＝シソ外科的~周二就テ

高松市 浮田勝進君

外科的結根性疾患ーLヤトコニン1療法ノ効果アリシギア報告セリ。

5. 高松市附近Z扱ケJI,,地方人J血液型分布及人種係重量＝就4テ

高松市 浮田勝進君

高松市附近ニ於ア調倉セシ1200人（男757，女443.）ニ就テノ血液型別テ詳細報告セリ 。

遁加~津君昭和6年5月ヨリ 6月ニ互リテ T 刑務所凶人 1045 名ニ就テ J 血液型調笠

ノ結果テ遁加セリ。

'1. 横晴膜脱腸Jl例＝就テ 日赤香川支部病院 前田道忠君

19才，男子，護病後27日間種々ナル症欣テ呈シ途ニ日赤香川支部病院ニ入院，腸閉塞症

ナル診断ノ下ニ開腹手術テ施行セシニ横隔膜しヘルーア「ナルコトテ碓メ得タル 1例テ報告

セリ。而シテ，卒業大呼気テナス場合服中ヨリ腫傷物が左背部ニ上昇シ吸気ラナスト同時

ニ降下シヵ 、ル際ハ必ズJc.背部ニ較痛ノ招来ス Jレテ常トセJレ静断上興味アJレ既往症アリ シ
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コトテ追加セリ。

這加 村上氏 最近手術シタノレ横隔膜Lへノレニア寸患者ノ手術前後ノレントゲン潟県テ供

覧セリ。

7. 三立生~氏憩室二因ス＇＂＇骸頓」へ＇＂＇.：.ア＇ J 1治験例二就テ

日赤香川支部病院 藤津秀悶君

7援，男子，昭和5年2月頃ヨリ左側陰嚢」ヘルニア寸ニ悩ム，昭和6年10月6日午後6時頃ヨ

リ念ニ劇甚ナ Jレ腹痛Pill!IJ·上，腹部膨満等ノ ~E畝・ タ呈シ， 10月7日午後3時半日赤香川支部病院

外科ニテLエーテJレ「全身肺僻ノ下ニ手術セ Jレニ廻盲排ヨリ約50糎距リタノレ所ニ腸間膜ト反

撃オ側ニテ，殆直角ニ突出セJレメツタJレ氏世！室ニ因リテ超レJレ符頓 Lヘルニア寸アJレコトテ

確ム。其長サ約8糎，直径約2糎，憩室ハしヘルニアブ袈ト癒着セシニ依リ根部ヨリ切除シ創

ロテ閉ジタリ。術後諸痕If)（消退シ，倉1］面ノ、第一期癒合テ管ンデ治癒セリト j書プ。

8. 聾J療法＝就テ 日赤香川支部病院東原昌英君

66歳男子ノ／五肢寵部＝蛮生セJレ雄ニ就テ述べ本病ノ療法タ Jレヤ否人等ハ婁々炎筒波及

迅速ナJレタメニ纏ノ全浸潤領域ニ瓦リテ大切開テ加へ91ミタリシガ，本症ニ於テハ最初ヨリ

絶針安静，患部ノ温漁布，葡ぬ＂ If}（及連鎖；!k球菌しコクチゲン寸注射，及しコクチグン1軟膏ノ

患部貼布ニテ比較的早期ニ炎fffii糊略行テ停止ニ導キ治癒セシメ得タリ。斯ノ如キハ外科

的療法中吾人ノ最モ望？シキ所置也ト論ゼリ。

9. 高松市 朝倉大吉君

鴨下セラレタル謹一銭銅貨大ノ ~m ノ 1 骨片ガ患者品種々ナル症欽ヲ興へシガ，途ニ消化

管テ通過セシ(if.例ヲ詳述セリ。

（常任幹事東原昌英）


